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教員に求められる資質能力に関する過去の答申の記述 

 

 

これからの学校教育を担う教員の資質能力の向上について 

 ～学び合い、高め合う教員育成コミュニティの構築に向けて～ （答申） 

（中央教育審議会 平成２７年１２月２１日） 

 
◆ これまで教員として不易とされてきた資質能力に加え，自律的に学ぶ姿勢を持ち，

時代の変化や自らのキャリアステージに応じて求められる資質能力を生涯にわた

って高めていくことのできる力や，情報を適切に収集し，選択し，活用する能力や

知識を有機的に結びつけ構造化する力などが必要である。 
 
◆ アクティブ・ラーニングの視点からの授業改善，道徳教育の充実，小学校における

外国語教育の早期化・教科化，ＩＣＴの活用，発達障害を含む特別な支援を必要と

する児童生徒等への対応などの新たな課題に対応できる力量を高めることが必要

である。 
 
◆ 「チーム学校」の考えの下，多様な専門性を持つ人材と効果的に連携・分担し，組

織的・協働的に諸課題の解決に取り組む力の醸成が必要である。 
 
 
 

幼稚園、小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校の 

学習指導要領等の改善及び必要な方策等について（答申） 

（平成２８年１２月２１日中央教育審議会） 

 
○ これからの教員には、学級経営や児童生徒理解等に必要な力に加え、教科等を越

えた「カリキュラム・マネジメント」の実現や、「主体的・対話的で深い学び」を

実現するための授業改善や教材研究、学習評価の改善・充実などに必要な力等が求

められる。 
 
○ 教員養成においては、資質・能力を育成していくという新しい学習指導要領等の

考え方を十分に踏まえ、教職課程における指導内容や方法の見直しを図ることが必

要である。 
  

資料３ 
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教職生活の全体を通じた教員の資質能力の総合的な向上方策について(答申) 

（平成２４年８月２８日 中央教育審議会） 

 

(ⅰ)教職に対する責任感、探究力、教職生活全体を通じて自主的に学び続ける力(使

命感や責任感、教育的愛情) 

 

(ⅱ)専門職としての高度な知識・技能 

・教科や教職に関する高度な専門的知識(グローバル化、情報化、特別支援教育そ

の他の新たな課題に対応できる知識・技能を含む) 

・新たな学びを展開できる実践的指導力(基礎的・基本的な知識・技能の習得に加

えて思考力・判断力・表現力等を育成するため、知識・技能を活用する学習活動

や課題探究型の学習、協働的学びなどをデザインできる指導力) 

・教科指導、生徒指導、学級経営等を的確に実践できる力 

 

(ⅲ)総合的な人間力(豊かな人間性や社会性、コミュニケーション力、同僚とチーム

で対応する力、地域や社会の多様な組織等と連携・協働できる力) 

 

 

新しい時代の義務教育を創造する（答申） 

（平成１７年１０月２６日 中央教育審議会） 

 
１．教職に対する強い情熱 

教師の仕事に対する使命感や誇り、子どもに対する愛情や責任感などである。ま

た、教師は、変化の著しい社会や学校、子どもたちに適切に対応するため、常に学

び続ける向上心を持つことも大切である。  
 
２．教育の専門家としての確かな力量 

「教師は授業で勝負する」と言われるように、この力量が「教育のプロ」のプロ

たる所以である。この力量は、具体的には、子ども理解力、児童・生徒指導力、集

団指導の力、学級作りの力、学習指導・授業作りの力、教材解釈の力などからなる

ものと言える。  
 
３．総合的な人間力 

教師には、子どもたちの人格形成に関わる者として、豊かな人間性や社会性、常

識と教養、礼儀作法をはじめ対人関係能力、コミュニケーション能力などの人格的

資質を備えていることが求められる。また、教師は、他の教師や事務職員、栄養職

員など、教職員全体と同僚として協力していくことが大切である。 
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新たな時代に向けた教員養成の改善方策について  

（平成９年７月２８日 教育職員養成審議会・第１次答申） 

 
※同答申の原文は長文であるため、「今後の教員養成・免許制度の在り方について」（答

申）（中央教育審議会平成１８年７月１１日）による概要を掲載する。 

 
１．いつの時代にも求められる資質能力 

教育者としての使命感、人間の成長・発達についての深い理解、幼児・児童・生

徒に対する教育的愛情、教科等に関する専門的知識、広く豊かな教養、これらを基

盤とした実践的指導力等  
 
２．今後特に求められる資質能力 

地球的視野に立って行動するための資質能力（地球、国家、人間等に関する適切

な理解、豊かな人間性、国際社会で必要とされる基本的資質能力）、変化の時代を

生きる社会人に求められる資質能力（課題探求能力等に関わるもの、人間関係に関

わるもの、社会の変化に適応するための知識及び技術）、教員の職務から必然的に

求められる資質能力（幼児・児童・生徒や教育の在り方に関する適切な理解、教職

に対する愛着、誇り、一体感、教科指導、生徒指導等のための知識、技能及び態度）  
 
３．得意分野を持つ個性豊かな教員 

画一的な教員像を求めることは避け、生涯にわたり資質能力の向上を図るとい

う前提に立って、全教員に共通に求められる基礎的・基本的な資質能力を確保する

とともに、積極的に各人の得意分野づくりや個性の伸長を図ることが大切である

こと 


